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1. (25) 図 1 に示すようなポンプを含む管路がある。ポンプの吸い込み側タンクは密閉され、

p1 = 35kPa（ゲージ圧）の圧力が水面に作用しおり、その水面はポンプ軸心より 4.5m下にあ

る。ポンプの流量を 0.1m3/s にするために必要な (1) 動力および (2) ポンプの吸い込み側の圧

力を求めよ。ただし管摩擦損失以外の損失は無視する。

2. (25) 水平に置かれた直径 100mm、長さ 3m の吸い込管 (k=0.26mm) を経て水を吸い上げ、

さらに高さ 20mの所にあるタンクまで直径 150mm、長さ 30mの鋳鉄管 (k=0.26mm)を用いて

揚水する。流量 60L/s を出すのに必要なポンプ動力を求めよ。またエネルギー線を描け。ただ

し水の ν = 0.011cm2/sとし、管摩擦損失以外の損失は無視する。（Moody Diagram を使用し

てよい。）

3. (25)図 2に示すようにポンプによって燃料油が直径 400mm,長さ 1.83kmの鋼管 (k=1.3mm)

を通じてタンクに 300L/s 送られている。A 点の圧力を 13.5kPa とすればポンプの動力はいく

らになるか。また B 点の圧力はいくらか。ただし,燃料油の比重および動粘性係数は,それぞれ

0.86, 5.2mm2/s である。また管摩擦損失以外の損失は無視する。

4. (20) 2個の水槽間に同径、同長、同摩擦係数の 6本の円管を並列に連結して送水している。い

ま同じ長さ、および同じ摩擦係数の 1本の管を使用して同一の流量を送るには、管径を幾らにす

ればよいか。また出口損失を無視したときの直径比を求めよ。

5. (25) 図 3 に示す３水槽で間間間にそれぞれベルヌーイの式を適応して H’ を三つの式で表せ。

ただし損失は管摩擦損失のみとする。
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